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令和 4 年度キャリアセンター自己点検・評価書 
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Ⅰ.キャリアセンターの目的と概要 

 キャリアセンターは，平成 19年 10月 1 日に，「国立大学法人佐賀大学キャリアセンター規則（資料Ⅰ-

1）」に基づき設置された。組織構成は，キャリアセンター長（併任教授：1名），専任教員（専任准教

授：１名 令和 2年 8月 1日～）及びセンター併任教員（12名：各学部 2名），事務職員 5 名である。 

キャリアセンターの目的は，キャリア教育の調査研究及び就職支援に係る業務を行うことにより，国立

大学法人佐賀大学（以下「本学」）の就職支援の充実発展に寄与することである。 

具体的な業務は以下の５点である。 

(1) キャリア教育の企画・実施に関すること。 

(2) インターンシップの実施に関すること。 

(3) 就職先の開拓に関すること。 

(4) 就職に係る調査・広報に関すること。 

(5) その他就職支援に関すること。 

 本自己点検・評価書では，令和 4 年度における上記業務内容について，教育，学生支援（就職支援），

組織運営の 3つの領域に分けて点検，及び評価を行う。 
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Ⅱ.領域別評価 

 

（1） 教育の領域（キャリア教育） 

 

 【観点①】 教養教育科目として，「キャリアデザイン」において，現代社会においてキャリアをデザイ

ンすることの重要性とその基礎となる知識を学ぶ授業を実施できているか。加えて，学生

が，授業を通じて自らのキャリアビジョンを明確化し，今後の大学生活の充実に繋げるため

の助けとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

  教養教育科目として，平成 17 年度より，全学年全学部を対象とした「キャリアデザイン」を後期に

開講している（15コマ，2単位）。この講義では将来自分自身でキャリアをデザインしていく上で指針

となるような知識と方法を学ぶことを目的としている。また講義の前半では，各学部の卒業生をお招

きし，就職活動の際どのように考えて活動したのか，社会に出てからどのように自分のキャリアをデ

ザインしたのか，大学生活でやっておくべきことや身につけておくとよいことなどを話していただく

機会を計 8コマ設けている。さらに講義の後半では，学習してきた知識や内定者や，先輩方の講話を参

考に，自分自身の現在の強みや将来のキャリアビジョンを描き，受講生同士で共有している。（詳細

は資料Ⅱ-(1)-1「キャリアデザインシラバス」参照） 

   

（分析結果とその根拠） 

  全学部生に対して「キャリアデザイン」を開講し，受講生は 193名であった。授業評価アンケートに

よる学生の満足度は 5段階評価で 4以上と高い評価を受けている。 

 

【観点②】 大学院教養教育科目として，「キャリアデザイン特論」において，自分の研究においてキャリ 

アをどのように関連付けるかを考えるとともに，研究開発職以外の多様な活躍の場を知ることに 

より，自分自身のキャリアデザインに役立てる。 

 

（観点に係る状況） 

  平成 30年度後期より，大学院教養教育科目として「キャリアデザイン特論」を開講している。「キ

ャリアデザイン特論」では，第一線で活躍する社会人を多く招聘し，専門性の高い人材のキャリア形成

に必要な能力や資質等を学生に示した。「キャリアデザイン特論」の詳細に関しては，資料Ⅱ-(1)-2

「キャリアデザイン特論シラバス」を参照。 

 

（分析結果とその根拠） 

  大学院修士学生に対して「キャリアデザイン特論」を開講し，受講生は 99名であった。授業評価ア

ンケートによる学生の満足度は 5段階評価で 4以上と高い評価を受けている。 

 

（2） 学生支援（就職支援）の領域（就職支援，就職先の開拓，広報，インターンシップ） 

 

 【観点①】 学生のニーズに対応した就職支援を実施し，卒業生の就職状況が向上しているか。 
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（観点に係る状況） 

  就職支援の取り組みとしては，大きく分けて，就職ガイダンス，就職対策講座，学内合同・個別説明

会，就職個別相談，留学生のための就職支援の 5つがあげられる。以下にその詳細を記載する。 

 

① 就職ガイダンスの実施 

｢民間企業志望者向け｣，｢公務員志望者向け｣，｢教員志望者向け｣に大別し，学部 1 年生から 4 年

生まで，体系的に，就職支援のガイダンス等で支援している。令和 4年度に実施したガイダンスプ

ログラムを資料Ⅱ-(2)-1 に示す。  

 

② 就職対策講座 

就職対策講座については，就職活動の流れから始まり，企業研究，情報収集の仕方，インターン

シップへの取り組み，エントリーシートの書き方，面接対策など，基本的には，多数の学生を対象

に，講演方式で行うことが多いが，社会人としての基礎的なマナーや立ち居振る舞い，模擬面接・

グループディスカッション等，演習を交えての支援も行っており，会社説明会を含み，年間合計 52

回のガイダンス等を実施している。令和 4年度の実績を，資料Ⅱ-(2)-1 に示す。 

 

③ 学内合同・個別会社説明会の実施 

学内での合同会社説明会，個別会社説明会の実施及び学外での大規模合同説明会への案内等

を行った。令和 4年度の実績を，資料Ⅱ-(2)-2 に示す。 

その他，生協の協力を得て学内での「公務員試験対策講座」（有料）及び「教員採用試験対

策講座」（有料）を実施している。また，資格の大原の「公務員試験対策講座」（有料）も実

施している。 

 

④ 就職個別相談 

令和 4年度も引き続き，夏季休業期間中を除き，平日の午後に常時 1 名以上の就職相談員を配

置した。相談形式は，原則として，各人 40分，予約の上，一対一の個別相談である。 

相談員の構成及び配置は以下のとおりである。キャリアコンサルタント，中小企業診断士，社会

保険労務士等の資格を有する者合計 14名をローテーションで，非常勤の就職相談員として配置し

た。この個別相談件数を，資料Ⅱ-(2)-3 に示す。 

 

⑤  留学生のための就職支援 

外国人留学生に対し，不定期に就職情報を配信した（求人紹介，個別会社説明会案内，県内企

業合同就職面接会案内，留学生向け就職情報掲示板案内，留学生就職支援ネットワーク案内）。 

 

令和4年度の就職支援においては，新型コロナウイルス感染症拡大防止のための構内入構禁止など

学生の活動制限がなくなったことから，就職相談や面接指導を，オンライン方式だけではなく，対面

でも行い，就職ガイダンスでは対面とオンラインを織り交ぜたハイブリッド型の効果的な就職支援を

実施した。また，令和3年度はオンラインのみであった会社説明会は，令和4年度では約半数を対面で

実施した。さらに，就職ガイダンスや就職相談については，採用選考のオンライン化を想定した就職

支援内容を引き続き実施した。 

 

（分析結果とその根拠） 

学生支援（就職支援）の評価指標である就職率の推移について資料Ⅱ-(2)-4 に示す。就職希望者にお

ける就職者数を表す就職率Ａについては，令和 4年度の 98.8％と比べて 99.1％となり微増となった。

また，実質的な就職率を表す就職率Ｂについても，前年度の 89.9％から 91.0％と微増となり，学生の
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ニーズに対応した就職支援を実施し，卒業生の就職状況は高い状況で推移していると判断できる。参考

資料として，年度中の内定・就職状況に関する推移について資料Ⅱ-(2)-5 に示す。留学生の令和 4年度

の日本国内での就職状況は，経済学部 2名，理工学部 1名，地域デザイン研究科 5名，先進健康科学研

究科 1名，工学系研究科 5名となっている。インターンシップ，キャリアガイダンス等へ参加する外国

人留学生は少なく，参加者を如何に増やすかが課題である。 

※ 就職率Ａ：就職志望者に対する内定率，就職率Ｂ：進学者・社会人を除く全学生数に対する内定

率 

実質的な就職率を表す就職率Ｂについては依然高い状況で推移しているとはいえ，平成 30年度から

微減に転じたことから，令和 4年度の就職支援事業とそれぞれの就職ガイダンス等については，前年

度の参加状況と各学部等で実施されている就職支援事業を考慮して，学生が必要とする就職支援事業

と就職ガイダンス等を計画し実施した。令和 4年度の就職率Ｂについては，前年度に対し微増となっ

ているが，引き続き就職率Ｂの改善に向けた就職支援策の更なる充実を図りたい。 

合同会社説明会については 11月から実施したが、参加者数が少なかったことから，各学部のスケジ

ュール等と調整して実施時期を検討したい。 

    

 【観点②】 就職先の開拓が十分に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

キャリアセンター・学生生活課教職員等が，企業との就職情報交流会等に参加し，採用やインター

ンシップに関する企業の相談窓口（企業向けオフィスアワー）を開設し，企業の人事担当者との交流

や面談を通して就職先企業開拓に取り組んだ。 

 

（分析結果とその根拠）  

キャリアアクセラレーションプログラムを実施して，主に県内企業の方と学生の交流を実施してい

る。また，県内企業人事担当者や佐賀県との意見交換会（さが HR交流会：令和 2年 7月設立）を定期

的に開催するなど交流事業を展開しており，就職先の開拓に取り組んでいると判断できる。 

 

 【観点③】 就職に関する広報活動が十分に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

① 学生への広報 

キャリアセンターのホームページ上で，主に以下の内容を公開している。 

・キャリアセンター案内 

・就職活動スケジュール 

・卒業生の進路状況，主な就職先・進学先 

・各学部先輩からのメッセージ 

・インターンシップについて 

・就職相談について 

・求人情報 

・進路報告について 

・各種イベントについて 

さらに，本学主催の合同会社説明会及び個別会社説明会（学部 4年生・修士課程 2年生対象）開催
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の際，該当の学生にメールにて案内をしている。また，支援事業については，これから就職活動を迎

える学部 3年生・修士課程 1年生にメールにて案内をしている。 

 

② 企業等，学外への広報 

学外に対しては，「SAGA UNIVERSITY Guide in 2023(佐賀大学案内 2023)」（資料Ⅱ-(2)-6）とい

う冊子を作成し，主に，採用実績のある企業，求人を頂いている企業や，これから求人を提出した

い企業等に配布している。概略の内容は次のとおりである。 

・佐賀大学の理念と各学部の紹介 

・各学部の就職状況 

・就職担当教員と大学主催イベントの案内 

  

③ その他 

キャリアセンターの活動を知ってもらい企業と接する機会を増やすためにキャリアセンター長と

専任教員による学生に向けた動画配信型のラジオ「career + radio=!?（通称：キャリラジ）」を毎

月第 2火曜日の 12:15～12;45に配信し，学生への就活イベント情報の告知やコロナ禍の学生からの

進路に関する悩みや相談に対応している。 

・令和 4年度視聴学生数 28名（令和 2年 10月開設～） 

 

キャリアセンター公式 Teamsを開設し，学生への就活情報の配信手段として HPやメールによる配

信に加え，Teamsを活用した情報提供を行いのコロナ禍の情報発信力の強化に取り組んでいる。 

・学生の登録者数 1,604名（令和 5年 3月 31日現在） 

 

（分析結果とその根拠） 

学生のキャリアセンター認知度を向上させるため，ホームページに加え，各種情報をメールで発信す

る等，積極的な広報活動が行われている。企業に対しても毎年パンフレットを配布し，佐賀大学への理

解と学生の採用を依頼することができている。さらには，動画配信型のラジオや キャリアセンター公式

Teamsの開設など就職に関する広報の新たな取り組みを実施している。以上より就職に関する広報活動

が十分に行われていると判断できる。 

 

 

 【観点④】 インターンシップの拡充が十分に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

令和 4年度は，佐賀県等各自治体，受入れ企業，各広域インターンシップ協議会からの応募によりリ

ストを学生に提供し，県内の自治体や企業を中心にインターンシップへの参加を促した。令和 4年度の

学生の参加状況を資料Ⅱ-(2)-7に示す。また，令和元年度からのインターンシップの募集数推移及び参

加者数推移を資料Ⅱ-(2)-8に示す。 

 

インターンシップの募集数推移を見てみると，7～9月の夏休みを中心に実施されたインターンシップ

の募集が R3 年度 73 件から R4 年度 104 件，また，後期に実施されたインターンシップは R4 年度 28 件

から R4年度 52件となっている。学生の参加者数推移については，7～9月の夏休みを中心に実施された

インターンシップの参加者が R3 年度 169 名から R4 年度 231 名，後期に実施されたインターンシップの

参加者は R3年度 97名から R4年度 30名となっている。 
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なお，上記件数はキャリアセンターに報告されたもののみの集計であるため，実際の参加者数はさら

に多いと考えられる。 

   

（分析結果とその根拠） 

R4 年度は，コロナについては落ち着いたが，R3 年度に引き続きオンラインでのインターンシップ開

催も多くあった。また開催数は夏季も後期も増えているが，参加者数は，夏季は増えて後期は減って

いる傾向にある。インターンシップは学生と企業とが接触する手段として重要であることから今後も

引き続き拡充に向けた取り組みを実施していきたい。 

メール等にて，インターンシップに参加した学生には「インターンシップ参加の事前報告書」（独自

に申し込みをして参加するのみ）及び「インターンシップ参加報告書」の提出するよう通知し参加の把

握に努めているが，独自に申し込みをして参加した学生からの提出は少ない状況であることから，改め

てインターンシップ参加の報告依頼を大学ホームページに掲載するとともに，メール配信による周知の

時期や回数を工夫することで参加報告の促進を図っている。 

今後も引き続き，学生が独自に申し込みをして参加したインターンシップも把握できる仕組みを検討

し，インターンシップの参加が学生の就職にどのようにつながっているのか等について，さらに調査を

していきたい。 

 

（3）組織運営の領域 

 

 【観点】 センターの組織運営が十分に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

センターは，センター長（併任），専任教員及びセンター併任教員（各学部 2 名：12 名）で構成され，

センター教員は佐賀大学キャリアセンター運営委員会（以下，運営委員会）を組織している。運営委員

会はセンターの管理運営の基本方針に関する事項，センターの専任教員の配置要望その他センターの教

員の人事に関する事項，学生の就職に関する重要事項，その他センターの管理運営に関する事項を審

議・決定している。令和 4 年度は，3 回運営委員会を開催し，就職ガイダンスの実施計画，学内合同企

業・業界研究セミナー及び個別会社説明会の開催内容，予算等について審議を行った。なお，センター

の活動等に係るすべての事務は，学務部学生生活課が行っている。 

  

（分析結果とその根拠） 

全学部及び全学教育機構の併任教員で構成される運営委員会について，令和 4 年度は年間 3 回の開

催となった。しかし実際は，運営委員会以外においても，各運営委員にメールでこまめに情報を提供

し，学部との連携による就職支援を全学的に強化している。今後も，年度の節目において運営委員会

を開催し，またそれ以外にもメールでの情報提供及び意見交換を積極的に行い，学部と連携した支援

をさらに強化していきたい。 


